
 

令和３年度予算について （図書館要望→最終状況） 

令和３年２月４日 県立長野図書館 

 

１ 直近の予算編成状況 

区分＼年度 ～Ｈ２７ Ｈ２８～Ｈ３１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 

旧経常 ※ ○ ○ 経常へ 

溶け込み 

○ 

（図書費堅持） 
○ 

＋改革事業  ○（見える化） 

＋進化事業    （県教委と調整中） 要求 

その他工事  信州・学び創造ラボ 書庫棟６層増設  

 

２ 令和３年度予算要求のポイント 

 (1) 図書費（広義）  Ｒ２と同額維持（コロナ禍でも図書館としての「意地」） （裏面参照） 

  裁量経費でマイナス５％シーリング → 経常経費の一層の切り詰めにより経常区分でも計上 

 (2) 会計年度任用職員定数振替  フル６＋パート９ → フル８＋パート６ （月３人日減） 

  開館日数が月２６日程度のシフト編成に対し、コアとしてフル（２１日勤務者）が多いことが必須 

 (3) ６階書庫棟工事  工期 Ｒ３．１～Ｒ３．４（２か年事業） 

  工事休館なしで実施、現在閉架書庫再配置計画作成中→５月の蔵書整理期間中に引越予定 

 

３ 課題等 

 (1) マイナスシーリング基調（予算、定数等）における不断のスクラップアンドビルド 

   ※ 経常分のうち多くが裁量経費・経常経費に区分され、毎年マーナスシーリングがかかる。 

 (2) 水害・コロナ対策等緊急事案優先においても、不急・安定業務の着実実施のための予算確保 

（改革事業（成果）の定着・普及、進化事業の具体的推進） 

 (3) 県政の喫緊の課題に対する図書館としての積極的関与等 

（水害アーカイブ、電子ブック、(仮称)長野県リポジトリ等） 



　　　図書購入費（予算額）の推移

年度 H16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

一般財源 61,259 55,000 48,259 48,259 40,191 40,191 35,197 31,860 30,178 28,469 26,824 26,914 29,703 34,206 35,858 38,389 39,347 39,347

基　金
コーラル

基金
10,000 5,000 5,000

図書館

充実基金
10 30 30 47 10,505 8,872 3,005 3,000

計 61,259 55,000 48,259 48,259 40,191 50,191 40,197 36,860 30,178 28,469 26,834 26,944 29,733 34,253 46,363 47,261 42,352 42,347

前年増減 △6,259 △6,741 0 △8,068 10,000 △9,994 △3,337 △6,682 △1,709 △1,635 110 2,789 4,520 12,110 898 △4,909 △5 

（％） △10.2 △12.3 0.0 △16.7 24.9 △19.9 △8.3 △18.1 △5.7 △5.7 0.4 10.4 15.2 35.4 1.9 △10.4 0.0 

基金

（単位：千円）

（単位：千円、％）
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千円

基金

一般財源

Ｒ３基金の内訳 （千円）

①子ども未来基金 3,000

②図書館図書充実 0


